




事業所・職場紹介

▲熊野神社

現在の阪神競馬場と新明
和工業の場所に戦前川西航
空機宝塚製作所がありまし
た。1945年（昭和20年）
７月の空襲で全滅。戦後地
元住民を中心に、競馬場誘
致による土地取り上げに反

対し「耕作者同盟」を結成、運動をすすめました。そ
の後補償問題や雇用対策等について調印がかわされ、
阪神競馬場の北西の隅に土地と保証金を獲得、1953
年（昭和28年）8月良元診療所を開設しました。
しかし競馬場の排気ガス、渋滞、不法駐車などの
「競馬公害」がひどく、診療所利用者が安全に利用で
きない状況が続きました。その後競馬場との話し合い
の結果、1974年（昭和49年）、競馬場の土地であっ
た大成町の土地と交換することに合意。良元診療所
は、現在の地に移転新築しました。
阪神淡路大震災（1995年1月）前までは、阪神競馬
場は、春は桜がきれいで診療所の患者さんたちと「花
見」に行ったり、夏には10数万人が参加する「宝塚ま
つり」も開催、にぎわいのある地域でした。阪神競馬
場も1991年（平成３年）11月新築竣工しました。そ
の後阪神淡路大震災で大きな被害にあい、11か月休止
を余儀なくされました。

●鹿塩駅（鹿塩）…今は竹藪のみ、戦争中「小林駅」
と「仁川駅」の間に駅があった。
戦闘機をつくる川西航空機という大工場があり、最
盛時は４万人の従業員が乗降するため軍の命令により

特別に作られた臨時駅。1943年（昭和18年）12月開
設。川西航空機の工場が空襲で全滅。1945年（昭和
20年）9月21日廃止。鹿塩の金龍寺の裏の竹藪の中に
あったという。

●熊野神社（仁川台）…「鹿塩」の地名の伝説が伝え
られる神社
ある年神社の近くで牝鹿の姿が見えなくなり、牡鹿
が八方探し求めたが見つからず、ある日井戸を除く
と、水面に映った自分の姿を、探していた牝鹿と見誤
り井戸に身を投じた。村人は牡鹿を哀れみ、屍を塩で
とりまき、春日の宮（奈良）に送ったという。10月
11日は神社の秋祭りとし、その日は、どの家も塩漬け
にした物を一切口にしないという。

輝 い て い ま す！

　私たちの事業所は、2005年に

ひだまり3姉妹の末っ子として

誕生！2016年にはひだまり会館

の建て替えにより、小さな医療

介護の拠点ができました。現在

職員数19名、常勤換算10名。月

平均の利用者様は100名、訪問

回数1200回前後の事業所です。 

　30代からもうすぐ80歳を迎え

るベテランヘルパーもいて、

「風通しの良い職場づくり」を

目指しています。感染症対応も

多く大変ですが、利用者様の

「あなたが来てくれるから生き

ることができる」「ありがと

う」の言葉に支えられ、ゴーグ

ルマスクの下は笑顔で訪問して

います。余命宣告をされ最期は

ご自宅でと希望される利用者様

も多く、人生の幕を下ろす瞬間

に出会いたくさんのことを学ぶ

ことができ、大変ですがやりが

いもあります。また突然診療所

や居宅へ駈け込んでこられる組

合員様の相談、「昨夜から寝室

で転んで床から起き上がれな

い」「体調不良で汚染した部屋

で困っている」など様々なSOS

にこたえ、迅速に訪問支援を行

うこともあります。 

　ヘルパー不足は深刻で、介護

報酬引き下げの影響もあり、小

規模事業所は相次いで閉鎖して

います。利用者様は「入浴の回

数が減った」「希望の時間帯や

曜日ではないが仕方ない」とい

う状況。一人ひとりに寄り添っ

た介護提供が困難な現状があり

ます。 

　年金は下がる。介護保険料は

上がる。利用したくても制限さ

れる。また、支えるご家族も

「これ以上介護負担が増えたら

やっていけない」の叫び声！！

　新介護署名がスタートし、全

職員が署名用紙を持参していま

す。事業所へ来る営業の方や他

事業所の方に声をかけたり、毎

月の担当ケアマネへの実績報告

にも返信用封筒を入れ訴えてい

ます。 

　誰もが大切にされ安心して介

護保険が利用できるように、専

門職としての誇りを持ち働き続

けられるように、共に学び共に

育ち合う仲間たちと運動できる

事業所を目指していきます。少

しずつですが私たちの運動がつ

ながり、広がり、大きな声とな

り、国へ届き変わることを信じ

て取り組みを大切にしたいと考

えています。

誰もが自分らしく住み慣れた
自宅で過ごすことができるように
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戦後の運動で土地を
獲得した良元診療所
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▲今日の夕飯何にしましょうか？
　共に考え調理します

▲最初の良元診療所

今は無き「鹿塩駅」・
鹿塩にまつわる伝説

▲旧・鹿塩駅付近 ▲今はなき鹿塩駅
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